
｢株式会社 姫路シティＦＭ２１｣ 

第 25 回  放送番組審議機関  審議会議事録 

 

 

１. 開催日時    平成18年9月30日(土曜日)  午後1時30分～午後 3時00分 

 

２. 開催場所    姫路市本町68イーグレひめじ地下２階ミーティングルーム 

                           

３. 出席状況 

                1)委員総数   11名 

                2)出席委員数  5名 

                3)出席委員の氏名(敬称略､ 順不同) 

岩成 孝  大谷  昭仁 

保都 勝也 柳谷 郁子 前島 節子 

                4)欠席委員の氏名(敬称略､ 順不同) 

大西 敦 勝木 洋子 

   段 秀和 笹間 清二 

   坪田 重幸 岸田 直美 

                5)会社側出席者氏名 

          石塚 勝行  (専務取締役 放送部長) 

          山南 俊雄 （常務取締役 営業部長） 

          小幡  博 （営業企画 課長） 

          小林 寛幸 （編成制作 担当） 

※ 定足数を欠いた状況となった事から、意見交換会として実施した。 

 

４. 議    題  

資料をもとに説明  

（１） 事業報告 平成１８年８月からの事業報告 

（２） １０月の主な取り組み 「のじぎく兵庫国体」「フリーマガジン」 

（３） 「５周年感謝の集い」について （試聴） 

（４） 「ドミノで広げよう！姫路のＷＡ！」について （試聴） 

（５） 「平成１８年度 総合防災訓練リポーター」について 

 

【 議事の概要 】 

前嶋委員 姫路市の小学生が頑張った「ドミノで広げよう！姫路のＷＡ！」は 

見に行きたかった。 

ドミノが倒れる弾ける音が臨場感があってよかった。 

実況の言葉が足りなかったのではないか？ 



放送部長 音が良くなったのでしゃべりの部分には経験を積ませて養成して 

いきたい。 

大谷会長 ある会合で、ラジオはテレビに比べて情報量が少ない、しかし、 

情報量が少ないほど、印象が深いと言っている先生がいた。 

情報量を少なくしてイマジネーションをかきたてる。 

これからのラジオが楽しみである。 

前嶋委員 近所にベトナム人と結婚した人がいるが、言葉の弊害で苦しんでいた 

ようだ。 

放送部長 姫路にはベトナム人が多い。他の外国人もたくさん住んでいますが、 

在日の方が多く、言葉の弊害はベトナム人より少ないと思います。 

ゲンキでは国際交流協会提供の「ベトナム語ラジオ放送」を放送

 しています。内容は生活情報とイベント情報を中心に放送しています。 

岩成委員 近所に中国人が住んでいましたが言葉の弊害で帰られました。 

国際交流協会にお願いして中国語の番組も増やして欲しい。 

放送部長 一般リスナー側からすると外国語が長く続くと、通訳をいれても 

聞きづらいと思います。そして、通訳の方の手配が難しいです。 

今後の検討課題にしたいと思います。 

大谷会長 これからも外国人が増えるので必要ですね。 

岩成委員 高齢者になると耳が遠くなる。 

かんだかい声で早口だとわかりづらい。ゆっくりだとわかる。 

柳谷委員 ゲンキは若い人に向けのイメージがある。 

これからは高齢者社会になりますが、対策はありますか？ 

放送部長 早朝、深夜などは演歌を中心に放送しています。 

しかし生放送の時間帯では、ヒット曲中心になりリクエストもヒット曲 

が多い。今後も高齢者向けの番組を研究していきたい。 

柳谷委員 若いすばらしいパーソナリティの方々が多くいらしゃると思いますが、

心に語りかける様な方は少ないと思います。 

大谷会長 高齢のパーソナリティは？ 

放送部長 ラジオ関西ＯＢのパーソナリティが２人います。 

大谷会長 チャンネルが一つでですからね。いろんな年齢層によろこんで 

もらうのは難しいかもしれません。 

 

午後3時00分､ 以上の報告・討議・検討を終了し､ 閉会した｡ 

公表年月日   平成18年10月20日 

公表内容    審議の概要 

公表方法    自社放送10月9日7時00分～09時00分「きょうもＧＥＮＫＩで！」内 

        事務所据え置き、ホームページ（http://www.fm-genki.com） 


